
　皆様からの絶大なるご支援・ご協力を頂き、さる１１月２４日、創立２５周年記念式典を
成功のうちに終える事が出来ました。２５年の時のつながりの上に今の自分たちがあるのだ、
と子供達も実感できた式典であったと思われます。心より皆様に感謝申し上げます。

　ここで式典の内容を簡単にご紹介申し上げ、皆様へのご報告とさせて頂きます。

１． 理事長　綾部英俊より挨拶
２． 在オランダ日本国公使　太田清和様より祝辞
３． 在オランダ日本商工会議所会頭　長谷川理雄様より祝辞

　　 　　　　　 　　　　

４．小学部発表「時を超えてつながる私たち」

小学部全学年
　民謡「会津磐梯山」を６年生の和太鼓とともに合唱しました。

小学部１年生
　１年生は、早口言葉の歌に合わせ、皆さんよくご存知の、
「生麦、生米、生卵」から始まる、いくつかの日本語の早
口言葉を紹介し、その後、英語やオランダ語の早口言葉も
組み込んで歌いました。英語とオランダ語の早口言葉は、
それぞれの言葉を母語とされるお父様に、ご指導をお願い
致しました。（担任：七海由加里、辻ひとみ）

小学部４年生
　４年生は、“伝える”という事を授業で学び、動物・色・挨拶
など、クイズ形式で手話を学びました。式典では、木村信子の
詩「ぼく」を１７人で声と息を合わせて群読し、歌「あの青い
空のように」を手話で表現しました。１０才の節目に、小さく
とも確かな存在の感覚を詩の群読と手話で伝えた4年生でした。
詩と歌の内容が、子ども達の心の糧となる事を願っております。
（担任：澤 潤子）
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小学部３年生
　３年生２４名は、校歌の作曲者鈴木和彦先生のもう
ひとつの名作、不思議な音楽劇「三年とうげ」を上演
しました。４グループに分かれ、リズムに乗って
「さんねんとうげがあったとさ　ホイ！」
「ころんじゃったよ、one two three ヘイ！」
「めでたーいめでたーい、こりゃめーでーたい！」
　練習から本番まで、とても楽しんで準備することが
できました。ご鑑賞いただいた、たくさんのお客さま
にもお楽しみいただけた事と思います。
（担任：室崎里子）

小学部全学年
　「鶴の恩返し」を、６年生のナレーション、５年生のリコーダーによる間奏を交えて
合唱しました。

小学部５年生
 「みんなで国語辞典」を上演しました。ダウン・タ
ウン・ブギウギ・バンド「港のヨーコ・ヨコハマ・ヨ
コスカ」の曲に乗り、現在使われ流行っている様々な
言葉を取り入れた発表を行ないました。みんなサング
ラスをかけ、少し大人の雰囲気。子供たちの名演に会
場は大爆笑となりました。最後の台詞は「みんなきっ
と２５年後はエロかっこよくなってるぜー」、それを
大いに期待させる彼らに拍手！（担任：鈴木和彦）

小学部２年生・６年生
　今年度初めての試みとして、２年生と６年生の合同
による発表を行ないました。
　2 年生の１組・２組合わせて２３名は、夏休みに宮
沢賢治の「雨ニモマケズ」の音読に挑戦しました。式
典では、その成果を活かし「雨ニモマケズ」を 6 年
生が朗読し、2 年生が、その効果音として「ポツン、
ポツン、」「シト、シト」「ザー、ザー」と“雨”を声
で表現しました。また舞台に上がるのでなく、体育館
フロアの２年生が、２階ギャラリーの 6 年生と対面
し呼びかけあう、立体的演出を試みました。子供達の
「ことばの雨」が体育館に降り注ぐような発表でした。
（担任：６年生　梅沢美幸、
　　　　２年生　佐藤利恵・三木聖子）

全体合唱「ふるさと」
　会場の児童生徒・卒業生・教職員・保護者・来賓の皆が
手をつなぎ合い、大きな一つの輪となって日本の唱歌「ふ
るさと」を合唱しました。時を超えてつながる共通の想い
が、心に響きわたったひとときでした。



中学部全学年
　三学年全員で、『写真で振り返る25年』と題するスライドショーを上映しました。補習
校一年間の行事を季節ごとに追いながら、中学生のナレーションで歴史を振り返りました。
特に合同運動会と学習発表会は写真が豊富で、その変遷を細かく追うことができました。
また、ご来場いただいた本校の元教師並びに卒業生等へのインタビューを各所に交え、過
ぎ去った日々を皆で懐かしみました。（中学部担任：江川真弓、吉野多恵子、松本和志）

　 　

５． 全体主任　江川真弓より謝辞
６． 校歌斉唱

　最後に、式典開催及び記念誌作成に当たり、保護者をはじめJCCの各企業から多大なるご
協力を頂きました。皆様のご期待に添える様に、また、本校児童生徒が有意義で充実した学
校生活を送れます様、理事及び教職員一同、一層の努力を重ねていく所存です。今後とも皆
様方のご指導ご鞭撻そしてご協力の程をお願い申し上げます。


